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２－１ デジタルデバイドの概念  
米国では商務省が“Falling Through the Net”というデジタルデバイドの報告書を 1995年から４回









全容を明らかにする「e-Japan重点計画」（2001 年 3月 29日）では、五つの重点政策分野にまたが
る「横断的な課題」の一つとして「デジタルデバイド」が明確に位置づけられるに至った。 
米商務省の第３回の報告書 “Falling Through the Net: Defining the Digital Divide”の Introductionで
は、デジタルデバイドを「新技術へのアクセスを『持つ』『持たない』の差 (the divide between those 
with access to new technologies and those without)」と記述し、新技術の内容としては「電話、コンピ
























① 国家間格差（Divide by Nations） 
まず、世界の主な地域毎のインターネット利用率の状況を比較する（図１）。北米、ヨーロッパ、
アジア・パシフィックを合計した比率は 95％にも達する一方で、南米やアフリカ、中東ではその




















































                                                 



































                                                 
6 Romer [1986]、Lucas [1988]、Barro and Sala-i-Martin [1995]等を参照。 














































                                                 

































このような実証分析の中で、Barro [1991]、Glaeser, Kallal, Scheinkman, and Shleifer [1992]、Glaeser, 














ebbbba +++++=- RDINFOEDUGDPGR initialinitialinitialendinitial 4321  
 
endinitialGR - は一定期間（initial年から end年の間）の一人当たり実質ＧＤＰの平均成長率（年率）、
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（１）テレビ（1970～1999）  （２）加入電話（1970～1999） 
Television Sets
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（３）携帯電話（1990～1999）  （４）パソコン（1990～1999） 
Mobile Phones
y = -0.0129x + 0.7492
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（５）インターネット加入（1995～1999）  （６）インターネットホスト（1995～1999） 
Internet Users
y = -0.0251x + 1.3641
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（１）テレビ（1999）  （２）加入電話（1999） 
Television Sets
y = 0.014x + 173.1
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（３）携帯電話（1999）  （４）パソコン（1999） 
Mobile Phones
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（５）インターネット加入（1999）  （６）インターネットホスト（1999） 
Internet Users
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（１）テレビ（1970～1999）  （２）加入電話（1970～1999） 
Growth Rate vs. Initial Television Sets
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Growth Rate vs. Initial Telephone Mainlines
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（３）携帯電話（1990～1999）  （４）パソコン（1990～1999） 
Growth Rate vs. Initial Personal Computers
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Growth Rate vs. Initial Personal Computers
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（５）インターネット加入（1995～1999）  （６）インターネットホスト（1995～1999） 
Growth Rate vs. Initial Internet Users
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Growth Rate vs. Initial Internet Hosts
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Growth Rate vs. Initial GDP
y = 0.0026x - 0.0044












4 5 6 7 8 9 10 11













































),,( 9599909980997099 GRGRGRGR  1970～99（1980～99, 1990～99, 1995～99）年の間の一人当たり実質 GDP
（1995年 USドル換算）の平均成長率（年率） 
),,( 95908070 GDPGDPGDPGDP  1970（1980, 1990, 1995）年における一人当たり実質 GDP の対数値 
),,( 95908070 PRIMPRIMPRIMPRIM  1970（1980, 1990, 1995）年における初等学校の就学率（グロス） 
),,( 95908070 SECSECSECSEC  1970（1980, 1990, 1995）年における中等学校の就学率（グロス） 
),( 908070 TVTVTV  1970（1980, 1990）年におけるテレビの普及率（人口千人当たり） 
),( 908070 TELTELTEL  1970（1980, 1990）年における加入電話の普及率（人口千人当たり） 
90MOB  1990年における携帯電話の普及率（人口千人当たり） 
90PC  1990年におけるパソコンの普及率（人口千人当たり） 
95NET  1995年におけるインターネット加入の普及率（人口千人当たり） 
95HOST  1995年におけるインターネットホスト数の普及率（人口千人当たり） 
LATIN  ラテンアメリカ諸国（中南米）に対して 1、それ以外の国に対して 0をと
るダミー変数 
AFRICA  サハラ砂漠以南のアフリカ諸国に対して 1、それ以外の国に対して 0をと
るダミー変数 




 (1)  (2)  (3)  (4)  (5)  (6)  





















































LATIN    -0.0211 
(-3.15) 
**   -0.0288 
(-5.20) 
**   -0.0216 
(-4.93) 
** 
AFRICA    -0.0279 
(-3.22) 
**   -0.0276 
(-3.87) 
**   -0.0279 
(-4.74) 
** 
No. obs. 89  89  89  89  89  89  
R2 0.140  0.303  0.139  0.442  0.195  0.486  
 
 
 (7)  (8)  (9)  (10)  (11)  (12)  
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LATIN    -0.0331 
(-5.52) 
**   -0.0212 
(-4.88) 
**   -0.0079 
(-1.32) 
 
AFRICA    -0.0271 
(-3.38) 
**   -0.0277 
(-4.18) 
**   -0.0267 
(-3.53) 
** 
No. obs. 91  91  91  91  88  88  
R2 0.102  0.388  0.155  0.403  0.181  0.313  





 (1)  (2)  (3)  (4)  (5)  (6)  
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PRIM90           0.0127 
(0.81) 
 









*       




   
TV90           0.0059 
(1.03) 
 


























No. obs. 73  73  73  80  80  87  
R2 0.361  0.524  0.520  0.460  0.433  0.364  






 (1)  (2)  (3)  (4)  (5)  (6)  
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PRIM90           0.0113 
(0.64) 
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TEL90           0.0050 
(1.15) 
 


























No. obs. 77  77  77  82  82  88  
R2 0.336  0.446  0.459  0.429  0.416  0.321  







 (1)  (2)  (3)  (4)  














     














     












*       
PC90   0.0039 
(1.66) 
*     
NET95     0.0011 
(1.71) 
*   
HOST95       0.0010 
(1.65) 
* 


















No. obs. 43  46  59  58  
R2 0.320  0.249  0.197  0.175  
【注】**は 5%、*は 10%で有意。（ ）内は t値。Whiteの修正による heteroskedasticity- 
consistentな標準誤差を用いている。 
 
